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別
府
史
談
会

　
　

三
十
周
年
記
念
事
業
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
事
業
の
あ
ゆ
み
報
告

副
会
長
　
恒
　
松
　
　
　
栖

一　

創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
の
立
ち
上
げ

　

平
成
二
六
年
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
史
談
会
役
員
会
の
席
で
、
創
立

三
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
の
成
果
が
、
印
象
的
で
あ
っ
た
為
に
あ
ま

り
積
極
的
な
発
言
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
記
念
事
業
の
中
核
に
据
え
た

『
別
府
の
古
い
道　

歴
史
散
歩
』
が
、
強
烈
な
印
象
を
残
し
出
版
物
が

好
評
で
、
今
で
も
現
物
著
書
を
求
め
る
人
が
絶
え
な
い
。
こ
の
こ
と
が

起
因
だ
っ
た
の
か
三
十
周
年
記
念
事
業
の
話
題
は
盛
り
上
が
り
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

平
成
二
七
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
企
画
段
階
へ
と
進
ま
な

い
と
創
立
三
十
周
年
記
念
日
が
さ
し
せ
ま
っ
て
き
た
。
具
体
的
な
事
業

推
進
の
企
画
立
案
に
迫
ら
れ
、
平
成
二
七
年
五
月
十
日
の
年
次
総
会
に

お
い
て
記
念
事
業
の
基
本
的
な
構
え
と
実
施
概
要
を
提
案
し
、
了
解
を

経
て
急
激
に
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
成
二
八
年
五
月
の
年
次
総
会
と
創
立
三
十
周
記
念
日
を
重
ね
る
と

わ
ず
か
な
期
間
と
な
り
、
到
底
間
に
合
わ
な
い
日
数
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
記
念
事
業
の
記
念
式
典
や
記
念
講
演
会
を
二
八
年
五
月
に
行

い
、
市
内
・
市
外
史
跡
訪
問
と
記
念
出
版
物
は
二
九
年
度
内
に
実
施
・

発
刊
す
る
と
い
う
猶
予
を
も
っ
て
行
う
こ
と
に
し
た
。

二　

記
念
事
業
の
基
本
構
想
の
立
案

　

二
七
年
五
月
の
年
次
総
会
に
お
い
て
、
別
府
史
談
会
の
創
立
三
十
周

年
記
念
事
業
は
、
Ａ
、
記
念
式
典　

Ｂ
、
市
内
・
市
外
史
跡
探
訪　

Ｃ
、

記
念
出
版
の
三
つ
の
柱
立
て
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
こ
れ
ま
で
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
た
方
々
の
表
彰
を
行
う
。
役
員
と
し
て
事
業
推
進
に
多
大
な
功
績

を
残
し
た
方
や
数
多
く
の
研
究
論
文
を
執
筆
し
機
関
誌
の『
別
府
史
談
』

に
掲
載
し
た
方
等
幅
広
く
功
績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
し
、
あ
わ
せ
て
別

府
史
談
会
の
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
講
師
を
招
へ
い
し
て
「
特
別
記

念
講
演
」
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

史
跡
探
訪
で
は
市
内
及
び
県
外
探
訪
を
企
画
す
る
こ
と
に
し
た
。
市

三
十
周
年
事
業
報
告



― 159 ―

内
史
跡
探
訪
は
、
リ
ニ
ュ
ア
ル
な
っ
た
別
府
市
公
会
堂
及
び
山
の
手
方

面
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
県
外
史
跡
探
訪
は
、
こ
れ
ま
で
日
帰
り
の

史
跡
探
訪
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
記
念
事
業
で
あ
る
の
で
一
泊
二
日

の
「
泊
を
伴
う
研
修
」
に
拡
大
す
る
こ
と
に
し
た
。
参
加
者
の
人
数
に

は
少
し
不
安
は
あ
っ
た
が
記
念
事
業
な
の
で
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
し

た
。
行
先
も
長
崎
方
面
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
の
指
定
が
話
題
と

な
っ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
関
係
に
集
約
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

記
念
出
版
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
政
等
で
は
な
か
な
か
手
が

付
け
ら
れ
て
い
な
い
領
域
や
人
物
に
つ
い
て
執
筆
す
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
会
員
に
よ
っ
て
永
年
積
み
上
げ
ら
れ
た
研
究
成
果
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。
そ
の
構
想
を
「
別
府
史
談
会
三
十
周
年
記

念
事
業
全
体
構
想
」
し
た
も
の
が
別
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

三　

記
念
事
業
の
具
体
的
な
展
開

①　

別
府
史
談
会
功
労
者
表
彰
（
功
労
者
八
名
）

　

永
年
別
府
史
談
会
の
事
業
推
進
に
当
た
っ
て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

た
方
々
を
、別
府
史
談
会
創
立
三
十
周
年
記
念
式
に
お
い
て
表
彰
す
る
。

昭
和
六
二
年
に
史
談
会
が
発
足
し
て
以
来
、
各
種
役
員
か
ら
一
般
会
員

ま
で
ほ
ぼ
七
百
名
に
達
す
る
。
友
人
や
知
人
・
先
輩
に
誘
わ
れ
入
会
し

た
も
の
の
す
ぐ
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
家
庭
や
仕
事
の
関
係
で
や
む
な
く

県
外
へ
の
転
勤
と
な
っ
た
方
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
会
の
重
要
な

仕
事
前
を
担
い
な
が
ら
病
に
倒
れ
継
続
で
き
ず
に
退
会
さ
れ
た
方
も
い

る
。
そ
れ
ら
の
中
で
残
念
な
が
ら
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
た
方
も
い
る

が
、
会
の
事
業
推
進
に
当
た
っ
て
積
極
的
に
寄
与
で
き
た
方
々
を
記
念

▼記念事業

▼

Ａ記念式典
史談会のあゆみ報告

功労表彰
記念講演

『別府史談』
創刊～29号

別府の文化
別府の教育

Ｃ『別府の風土と
人のあゆみ』出版
B5 400頁程度 カラー版
平成28年12月予定
別府にかかわる
著書・史料等

　　　

Ｂ県外史跡探訪
（長崎・山口方面検討中）

県内・市内史跡探訪
（20ヶ所余り実施済）

別府にかかわりを
もつ人々 『別

府の
古い
道

　歴
史散
歩』

近世近代別府に
かかわりをもつ文人墨客
歴史人名事典・
会員ＯＢ人物紹介

別府の歴
史別

府
の自

然

別府史談会30周年記念事業全体構想図

〈『別府史談』29号95pより転載〉
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事
業
の
一
つ
と
し
て
表
彰
し
た
。

別
府
史
談
会
功
労
者
表
彰
（
八
名
）

○（
故
）安
部　

巌
氏　

史
談
会
創
立
発
起
人
、
副
会
長
、
会
誌
配
付
や

会
費
徴
収
な
ど
交
流
親
和
に
つ
と
め
た
。

○（
故
）藤
内
喜
六
氏　

創
立
発
起
人
・
基
本
事
項
で
あ
る
規
約
や
会
誌

の
発
刊
な
ど
の
確
立
に
つ
と
め
、
役
員
七
年
間
。

○
大
野
保
治
氏　

永
年
副
会
長
・
会
長
を
勤
め
、
史
談
投
稿
原
稿
十
六

件
、
卷
頭
言
三
本
を
執
筆
し
た
。　

○（
故
）後
藤
重
巳
氏　

永
年
副
会
長
・
会
長
、『
古
い
道
歴
史
散
歩
』

出
版
責
任
者
、
会
員
へ
参
考
史
料
配
付
に
つ
と
め
る
。

○
入
江
秀
利
氏　

永
年
史
談
会
事
務
局
長
・
顧
問
、
研
究
方
向
の
基
礎

確
立
に
努
め
、
論
文
二
〇
本
執
筆
す
る
。　

○（
故
）相
良
範
子
氏　

永
年
副
会
長
を
務
め
、
提
案
論
文
五
本
、
市
内

史
跡
探
訪
時
に
経
済
的
支
援
で
多
く
貢
献
す
る
。　

○
永
井
清
廣
氏　

監
事
、
副
会
長
、
顧
問
、
二
十
周
年
事
業
『
別
府
の

古
い
道　

歴
史
散
歩
』
の
出
版
提
案
。　

○
三
重
野
勝
人
氏　

副
会
長
、
一
七
年
間
役
員
、
投
稿
論
文
七
本
。
会

誌
『
別
府
史
談
』
出
版
に
多
大
な
貢
献
。

　

な
お
、
昭
和
六
二
年
に
発
足
し
た
別
府
史
談
会
に
当
初
か
ら
か
か
わ

り
、
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
史
談
会
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
が
約
二
十

名
い
る
。
そ
の
方
々
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
現
会
員
が
一
八
〇
名
ほ
ど

い
る
の
が
史
談
会
に
と
っ
て
は
大
変
な
財
産
で
あ
り
会
員
の
功
績
で
あ

る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

②　

特
別
記
念
講
演
の
実
施

　

創
立
記
念
に
か
か
わ
る
内
容
と
し
て
特
別
記
念
講
演
を
、
前
別
府
大

学
学
長　

豊
田
寛
三　

先
生
に
お
願
い
し
た
。

　

講
演
の 

演
題
は
、
別
府
市
に
か
か
わ
り
の
深
い
「
近
世
大
分
の
風

呂
と
温
泉
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
温
泉
に
つ
い
て

の
思
い
を
講
師
の
先
生
と
共
有
で
き
た
楽
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。

③　

市
内
・
県
外
史
跡
探
訪
の

実
施

○　

市
内
史
跡
探
訪　

八
月

（
別
府
市
公
会
堂
及
び
山

の
手
方
面
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
新
装
な
っ

た
別
府
市
公
会
堂
の
状
況

を
つ
ぶ
さ
に
見
学
し
、
改

装
さ
れ
た
室
内
の
新
し
い

油屋熊八の碑（別府公園内）
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発
見
を
し
た
。
ま
た
、
山
の

手
方
面
で
は
旧
赤
銅
ホ
テ
ル

跡
や
柳
原
白
蓮
の
歌
碑
を
見

学
し
、
別
府
公
園
内
の
「
油

屋
熊
八
の
碑
」
を
訪
ね
た
。

そ
の
の
ち
旧
野
口
病
院
旧
館

の
見
学
を
し
、
解
散
し
た
。

○　

県
外
史
跡
探
訪
（
一
泊
二

日
の
県
外
研
修
旅
行
）会
員
・

非
会
員
二
五
名
参
加
。

第
一
日　

別
府
駅
西
口
出
発
―
別
府
イ
ン
タ
ー
―
佐
世
保
中
央
イ

ン
タ
ー
―
平
戸
市
役
所
―
平
戸
島
文
化
的
景
観
―
田
平
教
会
―

宿
舎

第
二
日　

宿
舎
発
―
長
崎
市
外
海
歴
史
民
俗
資
料
館
・
外
海
の
文

化
的
景
観
―
遠
藤
周
作
文
学
館
視
察
―
遠
藤
周
作
文
学
館
出
発

―
川
平
有
料
道
路
―
金
立
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
―
別
府
駅
西
口
着

―
解
散

④　

創
立
三
十
周
年
記
念
誌
『
別
府
の
風
土
と
人
の
あ
ゆ
み
』
の
発
刊

　

別
府
の
今
日
の
自
然
・
地
理
・
歴
史
・
文
化
・
教
育
及
び
別
府
に

か
か
わ
る
人
々
の
あ
ゆ
み
な
ど
が
一
目
で
わ
か
る
「
近
現
代
別
府
の

百
科
事
典
的
な
も
の
」
と
し
て
仕
上
げ
た
。

○
Ａ
⒋
版
、
カ
ラ
ー
印
刷
、362

ペ
ー
ジ
。
写
真234

点
、
図
版82

点
、
人
物
紹
介532

名
。

○
会
員
を
は
じ
め
大
学
教
授
・
行
政
職
員
な
ど
極
力
多
く
の
人
々
に
執

筆
を
依
頼
し
、
質
の
高
い
歴
史
に
残
る
も
の
を
目
指
し
て
ま
と
め
た
。

○
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
一
項
目
に
つ
い
て
極
力
一
ペ
ー
ジ
ま
た
は

二
ペ
ー
ジ
見
開
き
に
ま
と
め
、
写
真
や
図
版
を
多
く
取
り
入
れ
読

み
や
す
く
し
た
。
専
門
用
語
や
難
解
事
項
は
ペ
ー
ジ
ご
と
に
解
説

文
を
欄
外
に
挿
入
し
た
。

○
史
談
会
会
員
を
主
体
に
、
家
族
や
知
人
な
ど
幅
広
く
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
編
纂
し
、内
容
は
四
部
構
成
で
ま
と
め
た
。

第
一
部　
　

別
府
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
教
育

　

別
府
の
位
置
や
特
徴
、
山
々
・
川
・
湖
沼
・
高
原
・
丘
陵
・
気
象
・

災
害
。
別
府
市
の
変
遷
、
交
通
の
発
展
・
温
泉
と
街
並
み
の
発
展
・
人

口
や
市
域
の
広
が
り
、
特
色
あ
る
地
域
産
業
・
名
の
あ
る
建
造
物
・
温

泉
別
府
の
文
化
財
、
別
府
で
生
ま
れ
た
文
化
活
動
、
別
府
の
教
育

第
二
部　
　

別
府
に
か
か
わ
り
を
持
つ
人
々
・
歴
史
人
物
事
典

　

近
世
・
近
代
別
府
に
か
か
わ
る
文
人
・
墨
客
、
別
府
歴
史
人
名
辞
典
。

政
界
・
財
界
観
光
・
学
術
文
化
・
芸
術
・
教
育
・
医
療
福
祉
・
女
性
の

社
会
活
動
な
ど
、
別
府
の
墓
碑
・
記
念
碑
・
歌
碑
等

長崎市外海教会群風景（恒松葵氏提供）
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第
三
部　
　

別
府
史
談
会
の
あ
し
あ
と

　

歴
代
役
員
、
研
究
内
容
、
記
念
講
演
及
び
研
究
発
表
、
市
内
・
市
外

史
跡
探
訪
等

第
四
部　
　

別
府
史
談
会
に
か
か
わ
り
を
も
つ
人
々
の
歩
み
、
会
員
・

О
Ｂ
人
物
紹
介

史
談
会
員
・
О
Ｂ
会
員
人
物
紹
介
、
別
府
に
か
か
わ
り
の
深
い
著

書
・
史
料
・
研
究
物
・
絵
図
等
を
年
次
ご
と
に
五
三
〇
点
紹
介

○
卷
末
項
目
索
引
は
、
人
物
・
内
容
事
項
を
八
二
四
項
目
に
集
約

し
て
挿
入
し
、
活
用
・
利
用
し
や
す
い
も
の
を
目
指
し
た
。

⑤　

三
十
周
年
記
念
誌
の
編
纂
裏
話
ア
ラ
カ
ル
ト

○
編
纂
委
員
会
は
、
友
永
会
長
を
は
じ
め
手
嶋
、
矢
島
，
伊
藤
事
務

局
長
に
外
山
、
山
添
、
恒
松
の
３
副
会
長
の
七
名
で
構
成
し
た
。

記
念
誌
の
全
体
構
成
か
ら
執
筆
、
校
正
と
日
を
追
う
ご
と
に
作
業

は
複
雑
で
難
題
が
山
積
み
で
あ
っ
た
。

　
　

校
正
が
山
場
に
か
か
っ
た
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
延

べ
十
二
回
の
回
を
重
ね
，
夕
刻
の
六
時
か
ら
十
二
時
過
ぎ
ま
で
寸

暇
を
惜
し
ん
で
集
中
し
た
。
互
い
に
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
の
作
業
は
難
題
で
あ
っ
た
。

○
Ｙ
編
纂
委
員
の
話
だ
と
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
こ
れ
く
ら
い
鍛

わ
れ
、
熱
中
さ
せ
ら
れ
た
経
験
は
な
か
っ
た
。
良
く
も
絶
え
た
こ

と
だ
。
自
分
自
身
に
感
謝
し
た
い
。
Ｔ
編
纂
委
員
は
、
人
生
に
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
数
人
が
集
中
し
て
こ
ん
な
に
仕
事
を
進
め

る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
こ
れ
が
最
後
か
な
？
。
Ｓ
編
纂
委
員

は
、
こ
ん
な
貴
重
な
体
験
を
六
十
代
か
そ
れ
よ
り
も
若
い
会
員
に

経
験
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
我
々
の
責
任

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
今
回
の
執
筆
は
、
個
人
紹
介
な
ど
の
事
項
が
多
く
あ
っ
た
の
で
肖

像
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
著
作
権
、
許
諾
権
、
版
権
、
占
有
権
な

ど
日
ご
ろ
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
い
事
柄
が
沢
山
出
版
物
を
つ
く
る

に
は
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
事
項
も
個
人
情
報
に

関
わ
る
事
な
の
で
、
慎
重
の
う
え
に
も
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る

こ
と
が
身
に
染
み
た
。
ま
た
、
近
代
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

も
簡
単
に
は
使
え
な
い
こ
と
も
わ
か
り
苦
労
し
た
。

○
Ｔ
編
纂
委
員
が
手
続
き
を
し
た
こ
と
の
中
に
大
分
合
同
新
聞
社
や

今
日
新
聞
社
発
行
の
新
聞
記
事
の
扱
い
も
大
変
難
し
く
、
使
用
す

る
に
は
使
用
許
諾
願
い
が
必
要
で
あ
っ
た
。
国
土
地
理
院
の
地
図

使
用
、
出
版
社
発
行
の
図
書
の
引
用
等
に
つ
い
て
も
許
諾
申
請
の

必
要
が
あ
っ
た
。
執
筆
す
る
と
き
は
、
自
作
の
も
の
以
外
は
基
本

的
に
使
用
許
可
が
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
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あ
る
。
特
に
、
写
真
等
の
扱
い
で
は
肖
像
権
や
作
成
・
撮
影
し
た

人
の
版
権
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
等
々
の
学
び
を
し
な
が
ら
ま
と
め
上
げ
た
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

感
謝
で
あ
る
。

四　

三
十
周
年
記
念
事
業
の
足
跡
（
要
点
の
み
略
記
）

　

平
成
二
七
年
、
三
月
二
四
日
、
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

協
議
を
始
め
る

　

五
、
一
〇　

総
会
並
び
に
記
念
講
演
会
、
三
十
周
年
記
念
事
業
実
施

の
方
向
を
提
案
し
、
決
定
す
る
。

　

七
、
一
八　

三
十
周
年
記
念
事
業
の
全
体
構
想
及
び
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
記
念
誌
編
纂
委
員
会
の
決
定
、
立
ち
上
げ
。

　

八
、
二
三　

役
員
会
、
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
趣
意
書
、
刊
行
物

の
内
容
・
執
筆
依
頼
文
書
、
人
名
辞
典
関
係
対
象
者
取

り
出
し
、人
物
紹
介
文
内
容
①
～
⑩
項
目
を
想
定
決
定
。

　

九
、
二
七　

役
員
会
、
記
念
誌
原
稿
依
頼
、
予
算
関
係
の
見
通
。 

一
一
、
三
〇　

人
物
紹
介
原
稿
提
出
、
人
名
辞
典
人
物
決
定
・
掲
載
人

数
の
決
定
、
被
表
彰
者
・
記
念
講
演
講
師
の
推
薦
、
依

頼
文
送
付
等
で
原
稿
依
頼
・
原
稿
受
け
取
り
・
編
纂
委

員
付
加
修
正
・
印
刷
回
し
。

二
八
、三
、八　
『
別
府
史
談
二
九
号
』
発
刊
、
研
究
発
表
。
総
会
準
備
、

式
典
、
予
算
等
に
つ
い
て
検
討
。

　

五
、
一
〇　

総
会
、
役
員
決
定
、
予
算
・
決
算
承
認
。
記
念
式
典,

、

三
十
周
年
の
経
過
、
功
労
者
表
彰
。
記
念
誌
の
編
纂
経

過
報
告
、
豊
田
先
生
の
記
念
講
演
。　

　

六
、
二
一　

記
念
誌
の
総
目
次
最
終
決
定
、
人
物
・
人
名
総
数
出
揃

い
、
初
稿
～
二
稿
に
向
け
校
正
作
業
開
始
。
欄
外
解
説

項
目
の
決
定
。
会
員
の
人
物
紹
介
未
提
出
者
へ
の
執
筆

再
依
頼
文
送
付
。　

　

八
、
四　
　

記
念
誌
編
纂
最
終
作
業
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
定
。

第
一
部
よ
り
順
次
回
し
読
み
で
校
正
開
始
、
校
正
を
一

つ
に
ま
と
め
て
、
印
刷
送
り
。
市
内
史
跡
探
訪
実
施
。

　

九
、
二
五　

役
員
会
、
人
物
紹
介
の
校
正
を
本
人
に
送
付
。
返
送
依

頼
。
五
百
名
以
上
の
写
真
・
本
文
の
確
認
作
業
。

一
〇
、
一
〇　

記
念
誌
の
仕
様
詳
細
決
定
、
Ｂ
５
～
Ａ
４
へ
。
別
府
関

係
の
書
籍
．
史
料
等
の
点
検
・
校
正
。
表
紙
の
写
真
決

定
・
表
紙
の
文
字
揮
毫
を
荒
金
大
琳
氏
に
依
頼
。

一
〇
、
一
八　

編
纂
委
員
会
、
湯
山
に
て
一
八
時
か
ら
二
四
時
頃
ま
で

延
べ
一
二
回
二
次
校
正
を
行
う
。
一
部
か
ら
四
部
ま
で

交
代
で
読
み
合
い
校
正
印
刷
送
り
、
全
体
の
読
み
通
し
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を
会
長
が
行
う
。
記
念
誌
価
格
最
終
検
討
。
県
外
史
跡

探
訪
出
席
者
の
再
募
集
、
予
約
バ
ス
の
小
型
へ
変
更
。

一
一
、
一
八　

校
正
終
了
の
原
稿
を
印
刷
所
へ
送
る
。
印
刷
部
数

一
〇
〇
〇
部
及
び
販
売
価
格
四
〇
〇
〇
円
を
決
定
。

一
一
、
一
九
、
二
〇　

県
外
史
跡
探
訪
で
平
戸
～
長
崎
外
海
方
面
へ
一

泊
二
泊
、
二
五
名
参
加
。

一
一
、
二
八　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
材
の
記
事
に
つ
い
て
再
検
討
の
必

要
が
指
摘
さ
れ
、
再
点
検
開
始
。
出
版
物
の
引
用
や
許

諾
願
い
の
確
認
作
業
。『
別
府
史
談
』
三
〇
号
と
三
一

号
を
合
併
号
と
し
、
平
成
三
〇
年
三
月
に
発
刊
す
る
。

一
二
、
四　
　

人
名
・
事
項
索
引
等
の
最
終
校
正
開
始
。
一
二
月
中
旬

印
刷
開
始
は
困
難
と
判
断
、
一
ケ
月
延
期
の
決
断
を
す

る
。
一
月
末
の
発
刊
と
す
る
こ
と
に
苦
渋
の
選
択
。

二
九
、
一
、
一
六　

最
終
校
正
原
稿
を
印
刷
に
回
す
。
印
刷
開
始
。

　

一
、
二
八　

記
念
誌
『
別
府
の
風
土
と
人
の
あ
ゆ
み
』
発
刊
。
マ
ス

コ
ミ
発
表
、
会
員
へ
の
販
売
開
始
。

　

二
、
一　
　

会
員
・
О
Ｂ
会
員
、
取
材
関
係
者
等
へ
の
販
売
促
進
開

始
。
関
係
機
関
へ
の
購
入
依
頼
文
書
の
送
付
。

　

六
、
四　
　

定
期
総
会
、
記
念
誌
の
販
売
促
進
、
会
員
の
協
力
要
請
。

正
誤
表
の
配
布
。

　

一
二
、
二
八　
『
別
府
の
風
土
と
人
の
あ
ゆ
み
』
は
、
会
員
及
び
お

お
く
ま
書
店
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22

－

８
１
４
５
）
で
販
売
し
、

残
部
が
わ
ず
か
二
〇
〇
部
ほ
ど
に
な
っ
た
。
希
望
者
は

は
や
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

創
立
三
〇
周
年
記
念
誌

『
別
府
の
風
土
と
人
の
あ
ゆ
み
』
紹
介
新
聞
記
事

※
同
時
期
に
大
分
合
同
新
聞
・
毎
日
新
聞
等
が
出
版
紹
介
記
事
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。 （平成 17 年２月７日　今日新聞記事より一部転載）


